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　第1篇及び第2篇においては結核再感染と同時
に諸種の化学療法を行って，その治療効果を比較
検討した。結核アレノレギーの典型的のものは再感
染によって惹起せられるが，初感染においても生
体が感作状態になると当然生ずるわけである。
　武田教授bは再感染によるものを二次性アレル
ギー，初感染の経過中に病変の進展によって生ず
るものを一次性アレルギeと呼んで一応両者を区
別した。
　本論においてはいわゆる一次性アレルギーに対
する作用を観察するため，結核感染1箇月後生体
にアレルギー変化が起ると予想される時期に化学
療法を行って，その効果を比較検討した。
　　　　　　　實験材料及び方法
　第1篇と同様の健康成熟家兎19羽を用い，これに人型
結棲菌仲野株5mgを耳静脈より注入して感染を起させた。
感染より1箇月後（ツ反陽転は14日目）よりSM，　INAH
等の化学薬剤を用いて治療を闘始した。
　全群を7羽の非治療（対照）群鵬1群）と，12羽の治療
群に分け，治療群はこれをさらに6羽宛に等分し，S皿治
療群（第2群），INAH治療群（第3群）にあてた。先ず治
療開始直前に非治療（対照群）のもの1羽を剖検して，結咳
病変の程度を確かめた。’化単療法開始後2，4，6週と3回
に亘り，各群について2羽宛逐次剖検し，肉眼的並びに組
織単的所見を観察した。勿論この際対照として非治療群よ
り2羽宛とり出し剖検観察した。
　薬剤使用法としてSMは体重1kg当り50　mg　INAHは
7mgを滅菌蒸溜水で溶液となしたものを毎日1回筋肉内
注射により使用した。
　また標本作製法，染色法は第1篇と同様に行った。
　　　　　　　　実験成績
　3群の肉眼的並びに病理組織学酌変化を表に現わしたも
のが第1表であるが，以下順を追って各群につき述べる。
1）第1騨（対照醐における所見
　治療開始直前（菌接種後1箇月目）所見（家兎番号No．
56＞：肉眼的に両肺の全葉表面に亘り粟粒大ないし米粒大
の細亥結節が密に形成せられ，正常な肺組織の見られない
ほどである。
　組織学的に結核結節は粟粒大ないし半米粒大で孤立性又
は互いに融合して不規則なものもある。焦点周囲性炎症を
欠き結節の周囲に対する境界は明確である。大きな結節で
は中心部に乾酪変性を認め，これをかこみ良く発達した定
型的類上皮細胞層とリンパ球層を認める。中にはラ氏型巨
細胞が認められる結節もある。ある結節では類上皮細胞の
1）武田：アレルギーと結核521（昭23）。
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第1表　　一弐性アレルギー（武El）における病理組織学的所見
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原形質は透明化し，乾酪性壊死物質は濃縮して吸収に傾い
ている。格子線維は結節の周辺部の類上皮細胞間に多く，
太い樹枝状をなしている。結線菌は＋H陽性で特に乾酪巣内
に密集して，或いは散乱性に多数認められる。菌型は長，
短種々様々で連珠状のものが比較的多い。
　2週目所見（初感染より44日卜丁，家兎番号No．53）＝肉
限的に肺表町に小塊状に隆起した多数の病巣を認め，また
その聞に粟粒大結節もみられる。
第1図対照2週目
第2図．対照2週目
　組織単発に大きな病巣では広範に亘り各肺胞腔は類上皮
細胞で充満せられ，乾酪変性は肺胞に一致して輪状で連続
的にみられる。病巣中に存在する肺胞壁の大蔀分は保存せ
られ，強いリンパ球の浸潤をうけている。この他散在性に
類上皮細胞結節を認める。
　弾力線維は融含した個々の結節の滑りに断裂しているが
なお残っているQ．格子線維は肺胞壁に増加しているが，肺
胞内に増殖した類上皮細胞層の内部では認められない。
Pagelのいわゆる増殖性肺胞炎にあたる所見である。結核
菌は・ltFF陽性で乾酪巣内に多数密集して認められ，増殖型と
変性型が混在している。
　4週目所見く初感染より昼8口H，No．51）：肉眼的に肺
第3図対照4週目
第4図対照4週目
臓は著しく大となり結節様病巣が1「しいに融合しているのを
みる。
　組織学的にも高度の結綴性病変を認め，大なる結節の申
心部に広範な乾酪化巣がみられる。類上皮細胞1韓は変性崩
壊1ｵ，周囲は結合織細胞及び発達したリンパ球1韓によって
包まれている。なおこの仙滲出性と増殖性の混合病巣を認
め，乾酪変性は不規則に現われている。なおこれ等病巣周
囲の血管の充tifl　t：いし出血が著明に現われている。弾力線
維は増殖型では破壊断裂消失し，滲出型では残存する。こ
れに平行して格子線維の増加がみられる。細腰菌は柵陽性
で結節周辺部にも証明せられ，特に乾酪巣内に集団的或い
は散乱性に無数認められる。
　6週目所見（初感染より72日目，No．55）：　肉眼的に肺
臓は著しく容積を増し，全表面に塊状に降起した融合性結
核病巣を認める。
‘組織学的に病巣は増殖：型と滲出型』とが混在している。結
飾の中心部に強い乾酪変性がみられ，これを囲んで著明に
発達した類上皮細胞及びリンパ球層を認める。さらにその
周囲の肺胞壁の上皮細胞は股子状となって石垣状に並列し
て，肺胞は腺距様椿造を示し，その中に淡明大細胞を認め
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る。これは古い滲出性病巣と思われるもので，他のところ
では結節と関係ない大病巣が見られr滲出細胞は高度の乾
酪変性を起している。結節の類上皮細胞層間の武力線維は
断裂消失している。格子線維は類上皮細胞層内によく発達
している。結核菌は依然として証明せられ，特に乾酪巣内
に無数に認められ冊陽性である。
2＞第2群（SM治療）における所見
　本群は初感染後1箇月目よりSM治療を開始し2，4及び
6週後に逐次剖検せるものである。
　2週目所見（家兎番号No．　60）：　肉眼／l勺に全葉に粟粒大
ないし米粒大の小結飾の散在をみる他論法はない。
　組織学的に結節は融合性心は菰配した粟粒大の結節で焦
点周囲性炎症はなく胴四とは明瞭に境される。中心都の乾
酪変性は軽度で，その周囲は良く発達した類上皮細胞及び
リンパ球層でかこまれている。類上皮紬胞の原形質は著し
く淡明化し塞胞性もみられる。類上皮細胞層内の弾力線維
は断裂している。格子線維は割に発達がよいが，類上皮細
胞の変性の強いところでは配列不規則となって減少する。
結擾菌は＋陽性で結節細胞1窄日にごく少数散在性に認められ
第6図SM治療2週目
やや抗酸性を失なっている。
　4週目所見（NO．58）＝　肉眼的に散在性に粟粒大ないし
碗豆大の結節を全葉に認め，右一ド葉において一部それが融
合しているのが見られる。
　組織学的に結節は著しく縮小し，中心部にごく軽い乾酪
巣を有し割合に発達した淡明な類上皮細胞及びリンパ球層
を有するものから，萎縮性の類上皮細胞を主体とする肺胞
壁の限局性肥厚としてみられるものまでいろいろな程度の
第8図SM治療4週目
第9図　SM治療　4週目
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結節が見られる。結節の弾力線維は結節周辺部にのみ残存
する。格子線維は結節内にみられるが，次第に減少し，肺
胞壁にあたる部分では太さを増している。結核菌は十陽性
で結節内に萎縮性になったものを少数認めるのみである。
　6週目所見（No．62）：　肉眼的に全葉にわたり粟粒大な
いし米粒大結節を認めるが程度は4週目よりやや軽い。
　　　　　　第10図SI近治療6週目
　組織学的に結節は散在性に少数認められ，いずれも萎縮
1性である。類上皮細胞は著しく淡明化して変性崩壊し，周
囲より結合織細胞が不規則に侵入し，これに伴なって毛細
血管も現われ充血1生である。リンパ球層はよく発達してい
る。他の部分の肺胞壁はやや肥厚性で充血が著明にみられ
る。弾力線維は破壊断裂消失している。格子線維は類上皮
細胞層及びリンパ球層内によく認められる。結核菌はどこ
にも認められない。
3＞第3群（INAH治療）における所見
　本群は初感染後1箇月目よりINAHを投与し2，4，6週
後逐次剖検せるものである。層
　2週目所見（家兎番号NQ．66）：肉眼的セこ著明な結核性
病変を認め粟粒大ないし碗豆大の結飾が全葉にわたり存在
し，一部は：互いに融合している。
第11図INAH治療2週il
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　組織学的に円形で孤立性の結節は多数の淡明な類上皮細
胞よりなり，その外周は厚いリンパ球層で包まれている。
また肺胞内類上皮細胞増殖がかなり広範に亘りリンパ球の
浸潤をうけた肺胞壁がこの病巣内に残存する。弾力線維は
融合した結節ではその構成する小結節の周辺部にのみ断裂
してみえる。格子線維は結節内では発達iが良く，滲出型で
は肺胞壁の既存のものが太さを増し分裂状にみえる。結咳
菌は十陽性で乾酪巣内にごく少数やや抗酸性を失なって散
在性に認められる。
　4週目所見（No，64）：　肉眼的に粟粒大ないし碗豆大の
結節を全葉に認め右下葉に一部融合しているのが見られる
カミ，程度eま2週肩よりやや1薩iし・。
　組織学約に結節は限局性で周囲に対する境界は明確であ
る。淡明穎上皮細胞よりなり，中心部に乾酪巣の名残りと
思われるエオジンに型染する均難性物質と若干の滲出細胞
を認める。周囲のリ．ンパ球の浸潤はあまり著明でない。格
子線維は周辺部では太い網状をなし内部では滅少する。ま
たかなり広範に亘る肺胞内細胞増殖のみられる病巣部で
は，肺胞壁の不明瞭な部分（増殖型）と明瞭に残存する部
分鰺出動）‘があり，後考は前著より著しく吸収縮小する。
第．13図INAH治1寮4週目
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第14図INAH治療4週目
弾力線維は結節の周辺音Bにのみ断裂残存している。結棲菌
は結節細胞内にごく少数認められ，騒騒状をなし，或いは
被染性を失なって認められる。
　6週目所見（No．　68）、：　肉眼的には4週目所見と病変は
ほぼ同程度で粟粒大ないし碗国大の結節を全葉に認める。
第15図　INAH治療　6週目
　組織学的に病変は著しく減弱し，殆ど定型的結節を認め
難い。散在性にみられる微細結節は数箇の類上皮細胞とリ
ンパ球よりなる程度で，境界は不明瞭で肺胞壁の肥厚とし
てみられるものもある。不規則な広がりを示す肺胞内需．L
皮細胞の増殖としてみられた部分も著しく縮小し，肺胞内
に異物巨細胞状をなしたものが現われる。そして肺胞壁に
あたる部分の毛細血管が再現する。格子線維は結節の縮少
消失に応じて消失し，肺胞壁格子線椎の太さは不規則であ
る。結国論所見は陰性である。
小 括
　以上のように結核初感染家兎19羽を用い，　こ
れを対照群SM及びINAH治療群の3群に分け，
結核初感染後1箇月目より’6週間に：亘って治療を
施してその病変を観察した。
ば次の如くになる。
その成績を概括すれ
　1）第1群（対照群）：　本群は家兎耳静脈より入型結核
菌5mg注射後化学療法を行わないで自然に放置したもの
である。感染1箇月後（治療開始直前）両思事葉に亘り著
明な結核性病変を認める。増殖型が主でその結節は定型的
で，多量の菌が証明せられる。さらに2週間を経過すると
病巣はさらに拡大し，滲出性変化が主で多量の菌を認め，
これに伴なって乾酪変性も増強する。この際滲出液の出現
はなく専ら肺胞内大単核細胞の増殖が主となっているた
め，増殖性病変との鑑別は容易でなく，弾力線維と格子線
維が手掛りとなる。4，6週とこの病変の緩慢なる増強がみ
られ，菌は依然多量証明せられる。病巣は陳腐化するため，
乾酪巣被包の傾向，肺胞内壁細胞の増殖による腺腫様化が
現われてくる。
　2）第2群（SM治療群）：　治療開始2週後病変は急速
に減退して，両肺全面に粟粒大ないし米粒大の結節が散在
する程度となる。組織学的にも治癒に傾いた萎縮性結節を
認める。その後4，6週と病変はさらに減弱し，組織学的に
も結節は縮小守牧せられる。結核菌は組織学的変化と平行
して，2週目より対照に比較して甚だ少なく，且つ萎縮変
性型が多く，6週後全く菌は証明せられない。病変の治癒
過程は2週目に最も著明にみられ，それ以降は漸進的であ
る。
　3）第3群（INAH治療群）＝INAH投与2週後肺の結
核性病変はかなり著明にみられる。程度的に対照よりやや
劣るが，SM群に比較するとその差の甚だしいのに驚くほ
どである。組織学的に明らかに増殖型とみなされる結節よ
り滲出型ないし両者の移行型と思われる病巣がかなり大で
ある。この点対照に類似し，しかも治癒現象と思われるも
のは軽度である。しかし結棲菌は対照に比較して著しく少
量：で病変とは一致しない。4週後病変は減弱し，6週後殆
ど定型的結節は認め難く，滲出性病巣も著しく農牧されて
縮小し，肺胞壁は再現し次第に元の状態に復する。結合織
の増殖を残すことはない。SMに比鮫すると治癒現象は徐
々に現われ特異的治癒像は認め難い。ただ菌と組織学的変
化は平行しない点が特異的に見える。
結 論
　正常家兎の耳意趣内に人型結愈愈5mg注射に
よって感染せしめ，1箇月後よりSM，　INAH：等の
化学療法を施して次の結論を得た。
　1）初感染1箇月後肺に高度の結核結節を認め
る。さらva　2週後滲出性病変が加わり．，4，6週と
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病変は漸次増加した。菌もこれに比例して全例に
多量証明せられた。
　　2）SM療法を行った場合治療開始後2週目で
は病変は著しく減弱し，著明な治療効果を認めた。
4，6週と病変は次第に消腿し，菌も2週目より激
減し，6週後殆ど証明せられなかった。
　　3）INAH療法2週後肺の結核性病巣は対照よ
り弱いが，未だかなりの．程度に．見られ，4，6週と
治療現象は漸進的に現われた。しかるに結核菌は
2週目より著しく減少し，6週後殆ど証明せられ．
ない。即ち病変と菌は平行しないもので，組織内
菌の難染化するも．のと考えられる。
（日召禾「129．7．8受f寸）
Summary
　　　　Rabbits　were　infected　with　5　mg　of　human　tubercle　bacilli　intravenoiisly，　followed　・by
SM－and　INAH－treat血ellts　fro皿one　month　after　the　bacilli　infection．　The　IungS　were
removed　at　certain　intervals　and　histological工y　examined　in　the　usual　manner．
　　　　1）　Control　cases．
　　　Markedly　developed　tuberculous　1esions　were　observed　in　the　lungs　one　month　after
the　bacilli　infection，　and　thereafter　intensified　in　severity　accompanied　with　exsudative
inflammation．
　　　Proliferation　of　the　tubercle　bacilli　were　detected　in　all　cases．
　　　　2）　Cases　treated　with　SM．
　　　In　the　animals　treatecl　with　SM，　tuberculous　1esions　in　the　lungs　were　reduced　in
their　severity　in　the　2nd　week　after　the　treatmen．t，．　shoWing　te皿arkable　therapeutical
effects　of　the　rriedicament，　with　marked　reduction　of　the　bacil］i　count　in　the　lesions．　At
the　end　of　the　6th　week　after　the　treatment　tuberculous　le＄ions　were　hardly　observed
with　a　very　・small　amount　of　tubercle　bacilli．
　　　　3）　Cases　treated　with　INAH．
　　　In　the　animals　treated．　with　INAH，　Iess　therapeutic　effec亡s　of　the　medicament　were
observed　than　in　those　treated　・with　SM　from　histological’view－points．
　　　However，　tllbercle　baci11i．themseエves　were　reduced　markedly　fro皿．the　2nd　week
after　the　treat皿ent　and，　almost．disappeared　at　the　end　of　the　6th　week，　simiIar　to　those
in　the’　SM－treated　animals．
　　　　J　．　・　．．　（Reeeived　July　8，　1954）
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